
平成 31 年３月 

新潟県水産海洋研究所 

平成 31 年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査年度計画（案）新旧対照表 

 

１ 変更概要 

  使用計測機器および機材の更新に伴う機器型式等の変更 

 

２ 新旧対照表 

新 旧 備考 

P2 

２ 調査方法 

(1) 水温・塩分調査 

 図 1 に示す 16定線（定線 A～P）において、４月から

７月、９月および 11 月の６回は多層曳航式水温計(アレ

ック電子㈱：COMPACT-TD/RS)を用い、３月は後継の多層

曳航式水温計（機種未定）を用いて表層、2m、3m 層の水

温を連続測定する。 

 

 

P3 

(4) 卵・稚仔調査 

図 1に示す 4定点において、リングネット(口径 80cm、網

目幅 0.355mm)を用い、曳網速度 2ノットで 10 分間の表層

水平曳き採集を行って、出現種、出現個体数および分布等

について調査する。 

P2 

２ 調査方法 

(1) 水温・塩分調査 

図 1に示す 16 定線（定線 A～P）において、多層曳航式水

温計(アレック電子㈱：COMPACT-TD/RS)を用い、表層、2m、3m

層の水温を連続測定する。 

 

 

 

 

P3 

(4) 卵・稚仔調査 

図 1に示す 4定点において、リングネット(口径 80cm、網

目幅 0.35mm)を用い、曳網速度 2ノットで 10 分間の表層水

平曳き採集を行って、出現種、出現個体数および分布等に

ついて調査する。 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

議事資料 No.４－２ 



３ 現行機種と新機種の比較（仕様） 

項目 単位 現行機種 新機種 

メーカー － 
アレック電子（株） 

※現 JFE アドバンテック（株） 
現行と同等以上の精度の機種を導入予定 

型式 － COMPACT-TD/RS  

水温 

センサータイプ － サーミスタ  

測定範囲 ℃ -3～40  

精度 ℃ ±0.05  

 現行機種は交換用部品の在庫がなくなり、故障時の対応ができないことから更新する。 

 

項目 単位 現行機材 新機材 

機材名 － プランクトンネット プランクトンネット 

網目幅 mm 0.35 0.355 

現行機材が老朽化したため更新する。同規格の機材がないことから最も近い規格のもので更新する。網目幅はわずかに拡大するものの、「日

本産稚魚図鑑第二版沖山宗雄編魚卵の解説と検索」によると、現在知られている浮遊性卵の卵径は 0.45～約５mmの範囲であることから問題な

いと考えている。 

 

 

 


